
『
図
書
寮
本
賓
物
集
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

村

英

田

正

一
、
呂
的
と
資
料

そ
も
そ
も
中
国
伝
来
の
漢
字
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
読
み
下
し
て
ゆ
く
時
、
文
脈
そ
の
他
か
ら
、
そ
の
場
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
和

語
が
、
そ
の
都
度
、
字
訓
と
し
て
採
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
訓
点
資
料
や
、
院
政
期
の
字
書
で
あ
る
一
一
一
類
粟
名
義
抄
』
・
『
色
葉
字

( 29 ) 

類
抄
一
=
な
ど
に
み
ら
れ
る
多
様
な
和
訓
か
ら
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、

一
方
で
、
そ
れ
ら
の
漢
字
を
用
い
て
日
本
語
文
を
書
き
紹
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
対
L
て、

一
字
乃
至
二
字
の
漢

字
が
ほ
ぼ
常
用
字
の
ご
と
く
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
文
献
に
つ
い
て
先
学
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
o
S
4

本
稿
は
、
こ
の
一
常
用
漢
字
」
の
有
無
に
閃
し
て
、
鎌
倉
期
の
片
仮
名
文
で
あ
る
勺
図
書
寮
本
賓
物
集
一
を
対
象
に
、
考
え
て
み
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る

o
s
z

す
な
わ
ち
、

『
図
書
寮
本
賓
物
集
』
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
、
か
ど
う
い
う
和
訓
と
対
応
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
の
対
応
ば
一
対
一
の
間

-104-

定
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

一
対
多
の
変
化
に
富
む
も
の
で
あ
る
の
か
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
図
書
寮
本
賓
物
集
』
は
、
そ
の
一
片
仮
名
字
体
お
よ
び
踊
字
の
起
筆
位
置
浮
か
ら
み
て
室
主
、
鎌
倉
前
期
の
書
写
と
思
わ
れ
る
。
筆
者



-1国一

は
不
明
で
あ
る
が
、
題
策
に
記
さ
れ
て
い
る
一
伝
康
頼
自
筆
B

一
と
い
う
の
は
、
文
中
に
誤
写
・
誤
脱
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
か
な
り
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
信
じ
難
い
。

『
宝
物
集
円
一
一
に
は
、
諸
本
と
し
て
、
鎌
倉
期
の
書
写
と
さ
れ
る
、
七
巻
本
系
の
一
光
長
寺
本
宝
物
集
』
(
弘
安
十
年
写
、
巻
一
の
み
の
零
本
)

-
『
本
能
寺
本
宝
物
集
」
(
鎌
倉
末
期
i
室
町
初
期
頃
写
、
巻
一
一
一
の
み
の
零
本
)
・
『
最
明
寺
本
宝
物
集
』
ハ
鎌
倉
末
期
写
、
巻
四
の
み
の
零
本
)
や
、
間

じ
く
七
巻
本
系
で
室
町
期
書
写
の
『
久
遠
寺
本
宝
物
集
』
(
抜
書
本
)
が
存
在
し
て
お
り
S
阜
、
『
図
書
寮
本
』
の
漢
字
表
記
の
い
く
つ
か
の

箇
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
諸
本
と
の
対
照
に
よ
っ
て
そ
の
読
み
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
を
も
っ
。

由

一、
『
図
書
寮
本
賓
物
集
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
一
覧

( 30 ) 

次
に
掲
げ
る
表
は
、
本
資
料
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
う
ち
、
和
語
を
表
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
抜
き
だ
し
、
そ
れ
ら
を
五
十
音

順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
c

本
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
留
意
し
た
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ー
、
当
該
漢
字
に
対
し
て
い
か
な
る
訓
を
充
て
る
か
に
つ
い
て
は
、
文
脈
お
よ
び
仮
名
書
の
例
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
の
判

断
を
下
し
た
。

た
だ
し

三
玉
物
集
」
一
諸
本
の
諸
当
箇
所
に
お
い
て
、
そ
の
漢
字
に
相
当
す
る
語
の
仮
名
書
き
例
、
あ
る
い
は
附
訓

例
が
存
す
る
場
合
は
、

そ
の
読
み
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

八
例
V

(
傍
線
部
分
)

O
〔
図
書
寮
本
〕
ヲ
モ
ワ
シ
カ
ラ
ム
妻
ャ
ツ
カ
ヒ
ヨ
カ
ラ
ム
従
者
ャ
馬
車
ク
ヒ
物
キ
物
(
ロ
行
)

1
1

キ

同

阿

川

ド

ル

マ

シ

ユ

シ

ヤ

〔
光
長
寺
本
〕
ヲ
モ
ハ
シ
カ
ラ
ム
メ
ヤ
グ
ヒ
物
ノ
衣
物
ノ
馬
車
従
者
ナ
ム
ト
(
叩
丁
一
美

2
)



2 

『
般
若
経
』
・
『
浬
繋
経
』
な
ど
の
仏
典
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
か
ら
の
直
接
引
用
の
部
分
ば
、
原
典
の
表
記
に
従
う
か
、

ま
た

は
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
除
外
し
た
。

〈
例
〉。

金
般
経

一
切
有
為
法

如
夢
幻
泡
影

如
露
亦
如
電

藤
作
如
是
観
(
凶
行
)

O
都
府
棲
謹
観
瓦
色

観
音
寺
只
閣
鐘
撃
(
一
知
行
)

3
、
人
名
・
地
名
お
よ
び
官
職
名
は
、
慣
用
的
な
読
み
が
少
な
く
な
い
の
で
、
除
外
し
た
。

4
、
表
は
、
八
名
詞
V
-
A
動
詞
v
-
A
形
容
詞
v

・λ
副
詞
そ
の
他
の
自
立
語
v

・
八
助
詞
そ
の
他
の
付
属
語
及
び
連
語
V

の
五
類
に
分
け
て
掲

げ
た
。

5
、
見
出
し
の
語
形
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
従
っ
た
。
な
お
、
動
詞
は
連
用
形
で
掲
げ
た
。

( 31 ) 

6
、
所
用
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
、
現
行
字
体
に
よ
っ
た
。

7
、
例
数
は
、

『
図
書
寮
本
資
物
集
』
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
当
該
漢
字
の
全
用
例
の
う
ち
一
、
和
語
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
用
例
の
数
を
一
不
す
。

8
、
所
在
ば
、

『
図
書
寮
本
』
の
行
数
で
示
し
た
。
た
だ
し
、
特
に
用
例
の
多
い
も
の
は
、
初
め
の
数
例
の
所
在
を
挙
げ
る
に
と
ど
め

た。

9 

『
図
書
寮
本
』
に
お
い
て
当
該
漢
字
に
訓
を
附
L
た
例
が
存
す
る
場
合
ば
、
見
出
し
一
詰
の
欄
に
お
い
て
、
そ
の
訓
に
〔

〕
を
附

-1但ー

し
て
示
す
と
共
に
、
そ
の
例
の
所
在
を
、
各
欄
の
最
初
に
掲
げ
た
。

日
、
諸
本
と
対
照
さ
せ
て
訓
を
決
定
し
た
も
の
は
、

そ
の
所
在
を
一
示
す
数
字
の
下
に
*
を
加
え
て
、

私
の
推
定
に
よ
る
も
の
と
区
別
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し
た
。

日
、
複
合
語
は
、

在
欄
に
掲
げ
た
c そ

の
構
成
要
素
に
あ
た
る
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
項
に
重
複
し
て
掲
げ
た
ο

そ
の
際
、

ロ
、
活
用
語
に
お
い
て
、
活
用
語
尾
を
送
っ
た
例
が
存
す
る
場
合
ぽ
、

形!
l| 
! 所 |

1:崩雨 1 

ムLJ空旦些直l型占型型直雪?空雪竺ム一一一ム一一一|
(例!
|数 l

八
名
詞
V

あ
か
つ
き

あ
き

ユa・
4り

し
あ
し
た

あ
l土

あ
ひ
だ

あ
ま

あ
め

暁秋足朝莱間尼雨

2 2 3 3 1 つ3 ワ
ー

!所i

そ
の
全
所
在
を
示
し
た
c

在

295 

629 

* 

631 
不

892 

179 

301 

手
足

9
0
 

R
i
 

l
 

425 

628 

* 
ーウ1

11
 

F
3
 

5
 

nv
ハνq

H
 

q
-

ー

6
 

7
4
 

-
U
 

194 

39~ 

693 

488 

戸

i1
 

6
 

そ
の
複
合
語
と
し
て
の
一
表
記
を
所

( 32 ) 
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ううう L、 L、 L、
ちたしをろま

内寄牛魚色今

6 8 4 2 7 7 

L 、 L、 L、 L、 L、
へのぬぬっ

ちゐ ~) 

L 、 L、 L、 L、
ち L くか

さ づ
ち

家命戊 犬五市石兵雷
亥

7 13 l 3 1 1 4 2 1 

217 184 2+4 m 23 42 家 498 90 310 188 366 290 182 97 459 

* 主 3ド

291 206 644 232 230 634 634 182 102 

* 487 811 オ〈 143 3ド * 346 311 248 218 
645 5~7 676 181 893 

743 336 * * 260 
552 

768 396 866 542 730 
632 呼ド 520 

793 417 660 * 
オd i37 809 

42。 n5 * 788 833 
677 859 811 

※ 副
831 

長可 842 

L 、
843 ま

し、 g50 

ま
851 'd 

ら
(，~ 892 

L 、
ま
J/F} よ

一
参
照

( 33 ) 
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一

i
円

iwi--一lit-一巾ぷ一
1ill

所

う
の
は
な

う
み

〔
お
ほ
や
け
〕

お
も
て

お
や

か
が
み

か
し
ら

カミ

ぜ
カミ
ナこ

ミ
二
、
ノ

ム

μ
争
L
r
φ
ν
一

カ￥
ど

カミ
オユ

カミ
l士

力、

t士、

〔
か
へ
る
〕

卯
花

親鏡頭J風方形Fう鐘皮蛙 海公面可

1 7 1 2 1 1 2 4 4 4 6 1 2 つ1 

33 162 563 278 親
子

422 255 243 308 353 御
門

141 ?
 

のペ
υl
 

ハ
け
U1
 

1
 

99え
んんd

213 606 817 628 
キ

308 606 656 

* 

n
u
U
 

1
 

9
0
 278 

~90 7
 

i
 

一九一-QJ 

ワ
i

60 

* 630 

* 
円
』

tl
 

R
U
 

ハ
ud
ρ
h
H
U
 1

 
648 
3ド

在

( 34 ) 

656 

* 

794 

※
「
き
た
の
か
た
ー
一
参
照
。

886 ーハudl
 
358 

445 

475 

48~ 
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カミ
み

カミ
み

ヵ、
り

き〔
き
さ
き
〕

き
じ

き
た
の
か
た

き
Hユ

き
み

き
む
だ
ち

〔
く
が
〕

く
さ

上神腐木后維北
方

衣君君
達

陸f手

1 2 1 6 5 1 1 1 6 3 1 6 

551 276 神
主

301 1
 

1
 

勺
ム94 女

后
母
后

225 748 

* 
狩
衣

92 女
君

305 222 131 

349 268 744 
ネ

346 9
M
 

l
 

p
ム

iυ

687 
450 744 

383 744 352 

745 

* 

746 535 

460 636 

* 580 746 
823 

655 
水

( 35 ) 

※
「
こ
ろ
も
」
参
照
。

※
「
き
む
だ
ち
」
参
照
。

824 
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一

|

形

市

liz--ll
所

く
す
り

く
ち

くく
び

く
も

く
ら
ゐ

く
る
ま

く
ろ
が
ね

け
ふ〉

け
む
り

} 

」
、ー
」

車鍛煙 薬口国頚，~ 
よコミ位今

日
子

2 1 9 1 2 7 4 3 1 1 l 29 

50 

* 

n
v
o
 

--71 209 131 267 12 
条

189 -an宝1
 

292 小
虫

52 525 親
子

御
子
(
み
こ
)

m 
86 629 

ホ

434 
η
v
ハ

Q
え

υi
 

884 
230 

59 527 
218 

!4l H3 893 63 

* 
724 

-Q
0
 

5
 449 496 725 
1
 

1
 

"
L
h
l
u
 

65 445 
473 700 

* 
726 

68 

* 
713 

* 

在

ーの
川

UFi
 

n-
“
 

n
H
リ

円

j

745 
69 

* 

門町内

Jムi

り
J

A
H川ぜl
 i68 
3
 

l
 

q
f
M
 

748 

305 

345 

1
 

0
V
 

P
A』

U

503 

516 

520 

( 36 ) 

之0"
" 
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こ
が
ね

こ
こ
の
つ

こ
こ
ろ

しと

金九;L.' 腰事

4 

仰
事

女
子

47 

2 

323 

25 

25 

* 
369 心

ウ
シ

心
サ
シ

心
サ
マ

，心
チ

1 

24 

58 

22 283 654 

* 
890 ソ

ラ
事 425 7

 

p
n
u
 

。tυ532 35 431 1
 

9
 

n
v
ハ》

368 26 82 0
3
 

6
 

ιυ 202 
775 626 

* 
316 767 76 41 

* 
432 l

 
nδ 
n
v
A
U
 

449 
36 687 204 

827 441 894 
59 666 47 698 

441 895 
67 860 49 

* 
710 

465 
68 784 

134 472 
75 801 

163 480 
102 9

 

H
リ

ー

176 518 
150 844 

ρ
h
H
V
 

n口可
υl
 

523 
白

υ7
 

1
 

844 
204 532 

250 9
 

4込
Ag
 

212 552 
お2854 

219 559 
282 n

F
'
M
 

R
U
 

1
 235 562 

288 876 
238 f30 

316 877 

347 

( 37 ) 

279 

281 

648 
キ884 
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L
戸
砂
1

一1
1洋一段

こ
と
L

」
の
み

」
古
」
小れ」ろ

こ
ろ
'
も

こ
ゑ

さ
き

さ
げ

さ
;-

ざ

る
L 
L 

し
た

今
年

菓駒声古ij猿鹿下 是比衣酒里

1 1 1 3 1 1 2 3 2 1 1 11 3 

返
事

政
事

79 n
v
o
 

叩
凹

q
J
b
 

n
u
d
 

nv
ハw196 nuU 

6
 

0
h
H
U
 -

H
A

・υ6
 

141 177 
戸

h

・υ
nuwu l
 

。υ1
 

9
0
 

233 836 159 

399 870 270 n，ム
A
H可
U

ρph川
V837 166 

所
82 448 

436 

込
「
き
ぬ
」
参
照
。

町
、

υ

「吋

d7
 
※
「
ま
へ
」
参
照
。

9
0
 

9

、υ
n
y
o
 

840 

840 

839 

349 

※
「
し
も
」
参
照
。

在
内
yJ
“

a川
守
.

9
0
 

843 

8H 

845 

892 

( 38 ) 
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L
た

し
ま

し
も

し
も

し
る
し

し
ろ

し
ろ
が
ね

す
ず

す
み

そ
ら

k. n

d

ミ

ネ

ト

カ

た
か
う
な

た
か
ら

舌向鳥霜鷹 下験域銀鈴角空田努宝

1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 4 2 1 7 

274 524 552 631 

* 
896 F

ヘd8
 

1
 

775 191 角
々

222 857 山
田

225 鷹
カ
リ

31 133 

w
h
t
u
 

i
 

F
h
J
U
 

※
「
し
た
」
参
照
。

310 
858 

8
 

5
 

9
0
 

※
「
む
な
し
」
参
照
。

420 
714 

* 

133 

141 

148 

648 

* 
768 

1
 

9
0
 

η
t
 

く39) 



一由一

三五
ロロ

liv」
ー
所
用
漢
字
ゆ
ゆ
「
l
ーほ
1

1

l

た
き
ぎ

た
ん
¥
ひ

Tこ
け

た
ま

た
ま

た
ま
し
ひ

ちち
か
ら

ち
ご

ち
ち

っ
き

〈コ

ち
ペコ
び

薪類竹玉珠魂血力児父月土粒

1 1 2 11 4 1 2 3 1 13 12 1 1 

188 877 35 。，，M1
 

8
 

玉
ツ
ク
リ

玉
造

648 

* 
283 54 44 26 45 24 857 

事立
36 9

d
 

1
 

8
 

A
宝6
 

1
 

763 70 233 
538 706 

* 
875 

313 
n
d
d
 

1
 

9
0
 

1
 

1
 

9
0
 

872 86 249 

F
3
 

1
 

9
0
 

776 89 B
 

AUυ 2
 

p
h
u
 

--
816 821 

l
 

h
V
《
U
V7
 

91 300 

在

820 

※
「
た
ま
(
珠
〉
」
参
照
。

※
「
た
ま
(
玉
〉
」
参
照
。

193 

200 

?“ i
 

qtυ 

401 

329 川
町

9
6
 

1
 

p
h
h
U
 

431 

511 

548 628 

553 

( 40 ) 

Q
⑤
 1
 

η
i
 

734 



一盟ー

ザフ

み
つ
る
ぎ

てて
ら

とと
き

L
」こ

と
こ
ろ

と
し

と
し
ご
ろ

と
の

と
ば
り

罪実リ手寺外時床所年年
来

殴帳

3 2 8 3 1 12 1 4 7 2 4 1 

203 104 54 
水

手
ス
サ
ヒ

手
足

山
寺

792 

-弓
ι
9
0
 

官
。

号、
dl
 133 878 118 

1
 

1
 

1
 504 420 827 

43 

※
-
ほ
か
」
参
照
。

301 

219 
時

44 
362 

244 

※
「
ゆ
か
」
参
照
。

373 43 384 329 417 
所

394 44 688 450 
592 

833 69 504 

309 548 
505 831 

427 446 
833 

444 496 
883 

4i5 

784 

729 

820 

( 41 ) 

868 

れ
/
ム

ヴ

iI
 

※
「
こ
と
し
」
参
照
。

※
接
尾
語
「
ど
の
」
参
照
。
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なななななな なな と と と と
語みみみぬなか ヵ、 を ら も

f.: かつぽ

1形

j戻浪波七七半
日

漢字用 l 

2 1 1 3 2 1 28 4 1 

l所

一「

ど
も
し一

参照
在

305 
818 

3ド 417 
819 

857 454 
820 

500 

502 

504 

506 

569 

619 

( 42 ) 



・"".~"'.."'~ 

一明一

な
む
ぢ

に
し
き

ぬ
し

〔
ね
こ
〕

ね
の
び

のの
ち

t土
し

は
ち
す

は
と

t土
な

土
な

は白
ね

は-
. f土

汝錦主猫子
日

野1変橋蓮鳩花鼻羽母

2 1 2 1 1 4 9 1 1 2 10 1 1 23 

41 
後

351 家
主

神
主

226 378 11 。f
j
M

に
dl
 

33 775 235 150 花
カ
ツ
ラ

鼻
ハ
シ
ラ

228 62 

18 345 237 357 77 
200 l

 
i
 

Q
O
 

?
 

の
V
A
V6
 98 354 ーウ

j
n〈
d77 

22: 358 451 
574 

87 

37i 543 90 

51~ 608 92 

693 628 
持

93 

798 193 
651 

ーi
 

nvδ 9
 

1
 

a74 

243 

ーρhυ 
q
ム

ハ
uυ

nHυ 
q
t
u
 

325 

。
ヮ-
Q
d

、υ

337 

339 

393 

( 43 ) 



ヘー

一関一

" ひ ひひひ ひひ ひ ひはははは
語と つつつだか る り ら や

じ じ り り L 
さ

L../ 

る
形

人未羊櫨左光火 日 春針原林
所用

申

漢pナ..... 

28 l 3 1 1 5 2 5 3 1 1 2 

7 310 882 長 479 1必2ll 日 430 380 884 松原 35 母后 515 I 
橿 ツ

86 義 644 231 230 キ 571 630 212 517 
詞* 410 * 469 744 

所
88 511 839 571 528 

E 645 892 
148 ぅ* 794 731 745 

し * 195 L 794 
参 746 

220 時

336 
在

368 

497 

520 

533 

561 

567 

628 

632 

647 

* 

( 44 ) 



-88ー

ひ
と
つ

ひ
と
り

ふ
す
ま

ふ
た
つ

ふ
た
り

ふ
ぢ

ふ，
ね

人
会二

人
藤船

9 

138 ヲ 675
モ
ヒ 685
人

696 
76 

790 

ツ
カ
マ
ツ
リ
人

677 

人
奇

盗

人

間

玉
造
人

m

nHリ

A

t

n

H

H

V

A

H

U

一

ム

ス

ヒ

出

つ

時

362 

所

592 

車E

71 879 
865 870 

18 

* 

92 

※
「
ひ
と
り
」
'
参
照
。

7 1 

-nJ
 

2
 

1 

836 

289 

374 

八
リ

ハジ

92 
※
一
ふ
た
り
」
参
照
。

n
h
u
 

l
 

Q
J
 

346 

14 

63 

1 

331 

l 

305 

773 
6
 

1
 

5
 
520 

523 

525 

527 

~30 

( 45 ) 

746 



-87 -

語
ふ
み

tま
カミ

iま
ど

ほ
と
け

ほ
と
け

tま
ね

ま
ら

ま
Jコ

ま
つ
り
}
}
L

古品

Y」

ま
な

ま
へ

所用竺証一〔

文外存，併仏骨i同キi~政窓日長日り

所

6 

301 

2 1 25 9 2 1 1 2 1 :J ワ
ー

47 中
文

1fj1 449 1
 

1
 

1
 

760 133 24 

* 
135 松

原
700 
3ド

政
事

488 24 

* 

可

i
p
h
s
υ
 l

 
A
H
U
 

A
M
U
 

l
 

61+ 365 789 
岬

i

-
h
J
v
 

i
 537 249 4D9 448 172 

q
L
 

nhり1
 

w
h
A

「
と
一
参
照
。

43t 792 
A
H
U
 

p
h
a
υ
 

q
u
 591 Q

d
 

g
 

円

j
t610 

274 
538 595 戸ヘ

d

A
M可
U

マ4806 

※
「
さ
き
」
参
照
。

598 806 856 
774 

在
599 856 863 

A
川リ

A
H
V
 

C
U
 

p
h
i
υ
 

ρ
h
u
 

n
v
o
 

861 

60~ -
円

J
nv

。
0
6
 

7
1
 

1
 

-Aリ
ρ
hけ
V

i59 

く46) 

関川

i-1υ* 

6
 

691 

696 

756 

75i 



'，<九九.

みむ むみみみみみみみみ
し かやみなつづっちた

し ヵ、り

皆三水 三道三鵜 身
日 人

耳宮
ciiニ
日虫

18 1 1 9 1 12 1 2 つ4 23 D 

一舗ー

1 

人

21 850 ρ
h
U
 

9
-

o
p
-672 63 

44 892 626 

51 626 

140 

142 

847 

h

・
「
み
た
り
」
「
み
つ
か
」
参
照
。

584 

27 404 196 24 487 42 810 9
 

0

賞。i
 

小
虫

m 

")')') 
白帽“520 250 -

}
 

A
を
*

7
8
 

135 826 223 

m 150 835 390 

23: 
754 

'" 193 850 460 

427 754 

* 
nu 

ρ
h
U
 

2
 

l
 

'
k
h
u
 

nvo 

323 857 

。
ゅ、
d

q
個

&65 1
 

1
 

6
 

:沼9863 

230 

2お89静647 
ホ

197 

~63 894 -、υI
 

P
3
 円

引

中

小

6
 542 

446 656 

* 
591 

581 
Q
4

、υ
ハ川リ

μ
h
H
V
 

587 

648 
木

556 

* 
78リ

。31

676 

'" 
730 

689 
ρhυ ，A2
 1
 

く47) 

766 



や も
も

-85ー

も
の

も め む
め

む
ま
戸

む
ま

箭
-レ恥
I
U

封
切 物 本 妻 梅 孫

1 1 21 3 8 3 1 

，罵

4 

l
 

q
4
d
 

I
 

876 
(

H

者
μ

の
意
)

25 

64 

526 

769 

864 

ω加

敷
物

540 

食
物

nuυ 1
 

5
 

織
物

351 

キ
物

13 

グ
ヒ
物

13 

3 

7 

7 

10 

34 

50 

51 

150 

533 

863 

579 

580 

6
 

A
H
リ

ρ
h
U
 

妻
夫

12 
3ド

322 

388 

399 

403 

。i 
rhau 

5+~ 

349 

450 

630 

499 12 

* 
72 

644 
* 

645 
* 

在 l

( 48 ) 



-84-

や
し
ろ

や
ま

や
ま
ひ

ゆゆ
カ通

ゆ
き

社山病湯床雪

2 

35 

※
一
ー
と
こ
1

一
参
照
。

339 

30 

133 736 山
ヵ
、
チ

山
カ
ツ

山
サ
ト g

 

od 
-775 

山
ホ
ト
、
キ
ス

420 

山
悶

山
立

山
寺

17 

病
ヒ

31 851 

l 

584 

1 

。fhI
 

'
k

・u

2 

38 37 
506 G

O
 

--258 
l
 

p
h
u
 

l
 

775 115 723 255 
9
0
 

nv《
U1
 

566 827 
:09 258 

34 831 
290 263 

297 
382 

266 

300 Q
O
 

6
 

q
-

314 

315 271 

3i2 273 

521 566 

531 

n
v
A
U
 

1
 

6
 。34

572 

643 
ネ

706 
キ

6H 
》

713 

* 

( 49 ) 

730 



-83-

一(
1
m
l

形
一
!
所
刊
早
一
例
ぷ
「
ー

ゆ
ふ
ペ

ゆ
入

ゆ
'd:; 

よよょ
の
た
か

わ
1 

わ
れ

人
d

工
ド

』

S
4
4
Jム

を
と
ヨ
)

を
と

を
む
な

タ
一=1
~ J 

写割".
包f

E
T
A
 

H
Hいト夜位

ド
驚我田

舎
男夫女

2 つ
】

つ
】6 3 2 1 8 1 1 1 8 

628 831 354 321 街l
世

世
之
中

299 夜
打

l
 

n
M噌
Uηa 

228 203 295 738 妻
夫

154 

所 i

83: 633 547 731 nv
ハνl
 

-
J
 

13l 8
 

Q
t
d
 

η
i
 

!在

-πi
 

oxc 
880 

152 

H2 
519 

出
品
「
よ
の
な
か
」
参
照
。

506 
467 

784 

468 ※
一
を
と
こ
(
夫
)
」
参
照
。

279 

※
一
を
と
こ
(
男
ご
参
照
。

75~ 
ネ

ρ
n
u
 

--

841 

京
一
わ
が
」
参
照
。

く回〉



-82-

う う L 、 L 、 L 、 L 、 い fし}、1 動A 

けけ JL り スぇ ひ で〕詞
7こ
ま
?土

り

承受 入入忌云出身J

14 6 4 8 1 9 3 1 

承承 120 178 入 656 63 338 2 243 306 女女女女
ノレ リ レ 持ド 君后子 コ

121 192 ハ 133 51 371 ヱ
104 203 ※ 742 383 368 
ホ 2iil 566 533 :-: 212 96 835 108 

489 し、

~4 311 M9 6~ ~ n3 196 
505 * 参473 851 照 290 336 

646 
895 864 431 515 

571 

647 531 
ホ

535 
認て

一「

L 、

オl
」一、

参
E召。

( 51 ) 



-81 -

一」一
-
w
一ト白煙;一例一ぷ「

う

L
な
ひ

う
せ

う
た
が
ひ

う

ち

おお
こ

L

お
と
ろ
へ

お
ほ
せ

お
も
ひ

失失疑打老発設
同

H
H
B

r'b 
，，4
1
 

rn 
ベム、

2 2 1 2 7 5 1 3 10 

所 i

承
給
ハ
リ

承
給

失
フ

646 

* 
654 
氷

51 夜
打

22 

'" 
635 

* 
発
シ

発
ス

十
宗
一
ル
*

q
L
 

ρ
h
U
 

8
 

仰
事

46 

316 
102 842 836 506 30 806 625 633 202 

539 ーl
 

ウ
t

在

n
t
d
 

n
u
d
 

nvハν

※
「
う
せ
」
参
照
。

※
「
た
ま
は
り
」
参
照
c

※
「
う
し
な
ひ
」
参
照
。

37 

44 

i88 
22 

204 
361 

568 

682 
309 

487 
691 

749 
510 

777 

( 52 ) 

885 



一部一

お
よ
び

お
り

治、

ち
か
な
し
み

か
へ
り

カ冶

り

訴
C

，ぇ

年
己
最
C

き
た
り

く
ひ

と
ひ

こ
ひ

」

J
も

h
ノ

悲狩食龍 及織勝返消開来恋乞

1 1 l 1 つ2 1 1 2 1 2 1 1 

不
及

織
物

797 577 返
り

返
事

836 狩
衣

646 
ホ

632 
謀ミ

172 

827 

食
物

418 恋
ノレ

60 
キ

531 

659 
2ド

( 53 ) 

※
接
続
詞
「
お
よ
び
」
参
照
。

351 

※
「
す
ぐ
れ
」
参
照
。

631 

* 
82 352 

※
「
と
し
ご
ろ
」
参
照
。

510 544 



一 79-

語

砂
町
立
t
い
説
明
「
1

1

峨
!

さ
さ
へ

さ
だ
め

さ
ぶ
ら
ひ

L
か
り

し
き

しし
り

す
く
ひ

ト
d
ノん

¥
1

M

〈
、

Z

二
二
、

K
J

T
T
カ
乙

た
ち

た
ち

た
て

支
rムでき

Aニ侍然敷死矢口救勝戦断立
ム

iι 

1 1 1 1 1 5 l 1 1 1 1 2 4 

878 761 702 
ホ

雄
然

散
物

86 死
ナ

死不
知

救
フ

649 
氷

戦
ヒ

309 山
立

525 

890 540 
836 

ρ
h
H
U
 

9
 

R
d
 

A
H
υ
 

日
υ
Q
F
M
 

863 220 445 506 
762 

779 

在

( 54 ) 

※
「
は
む
ベ
り
」
参
照
。

561 

※
「
か
ち
」
参
照
。

566 

※
「
た
て
」
参
照
。

n
x
o
 

nuυ 
η
i
'
 

※
「
た
ち
」
参
照
。



-78 -

た
て
ま
つ
り

ち
か
ひ

ち
り

っ
き

つ
く
り

つ
く
り

「コ
け

ル
}
長
C

と
ど
ま
り

と
な
へ

と
り

な
が
し

な
り

ぬ
す
み

奉散壷 誓乍
「

4
4
1
 

、ぞ七
ユ己付説留唱取流成盗

1 1 1 1 1 4 2 4 1 l 3 5 1 7 

奉
W
J
e
z
 

a壬90
 

n
u
 

q
t
U
 

6
 

867 
ネ

-
p
h
t
u
 

ρ
h
v
 

造
り

玉
造

51 149 留
ノレ

日昌
J¥  

60 
* 

流
、ン

308 495 884 

l
 

nv
ハν
η
i
'
 

( 55 ) 

※
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
り
」
参
照
。

ぬ
ふ
「
つ
く
り
(
造
)
」
参
照
。

q
r
J
i
-

-nv
o
 

※
「
つ
く
り
〈
作
)
」
参
照
。

538 

l
 

i
 

nv
ハV

1
 

1
 

2
0
 

677 9
J
 

9
0
 

1
 
660 

795 

630 141 863 

864 

449 

792 

446 

。ぺ
d

η
t
e
 

'
n
t
 



-77-

語

1
3
i一1

所
用
漢
字
雨
市
内
一

の

"" 
の
ぽ
り

じっ
み

は
か
り

は
じ
め

は
じ
め

l土
て

は
な
ち

は
む
ベ
り

述登飲量始初終放侍

1 4 1 1 1 3 1 2 56 

盗
メ

盗
人

115 725 ヌk
J司 A

リ
登
ノレ

213 657 
ホ

242 137 an志
向
〈
dnvo 

662 
ホ

6 侍
ブ

侍

871 
814 2 

F
h

・u
£
υ
 

7
 

137 
所

863 822 

p
h
u
 

ワ
loo 

879 

在 i

430 

※
「
は
じ
め
(
初
)
」
参
照
。

，R
2
 

9
 

n
s
J
 

22 
105 30 

o
x
o
 

nv 
oo 

※
「
は
じ
め
(
始
)
」
参
照
。

38 
ρhυ 6
 

l
 

65 
47 

552 77 
65 

RU--立
、
a

pot
ヵ

&80 

円

υ
o
u
d
 

q
o
 

78 

119 

207 
※
「
さ
ぶ
ら
ひ
」
参
照
。

( 56 ) 

308 

450 



花

ま
う
し

弓ぇみ
ち

みむ
く
い

〔
む
す
び
〕

も
と
め

ゃ
ぶ
り

わ
け

出
ヤ見満満報結求破分

137 5 1 1 2 1 l 2 1 

侍
fレ

侍
レ

1 中
斗わト

申
、ン

申
ス

申
文

54 660 

* 
3 n〈

i
u

nuυ l
 22 川

山2 52 
A
H
υ
 l
 

i
 

537 
10 193 

156 

764 

l
 

l
 

l
 
595 

20 
8 

114 

246 

※
「
み
て
」
参
照
。

482 

770 

※
「
み
ち
」
参
照
。

864 212 626 849 破872 

866 
194 

46 ー?
-6
 131 

47 

円
d
-
J
J
a

、

4
A
p
u
¥刀

ρ
h
u
 

門

i
i

O
Aぜ

※
一
ひ
つ
じ
さ
る
」
参
照
。

( 57 ) 



pa 
『

a

語わ
た
り

ゐゑ
ひ

を
か
し

を
し
へ

八
形
容
詞
V

あ
ま
し

お
な
じ

お
ほ
し

く
る
し

く
ろ
し

し
ろ
し

ゅ
ー
軍
司
一
点
巴
閣
法
一
i

l

-

-

司

渡居酔犯教甘同多苦黒白

1 1 1 1 1 2 2 11 1 4 4 

138 724 692 犯
、ン

1
 

1
 

1
 

26 
ホ

672 問
、ン

458 多
ク

多
カ
リ

247 22 248 

561 23 
194 252 844 442 

600 807 248 
t54 

801 248 

836 
559 

在

( 58 ) 

9
0
 

向
〈
doo 



す
こ
し

た
か
し

と
ほ
し

な
が
し

は
や
し

ふ
か
し

む
な
し

少
国

F司遠長早深ダ泊
二E

A

副
詞
そ
の
他
の
自
立
語
V

-74 -

あ
ら
あ
ら

あ
る
い
は

い
か
に

略或何

1 2 1 1 2 1 

白
ク

白784 675 遠
グ

長
横

早
グ

深
シ

487 

5
 

Q
X
O
 

ρ
h
U
 23 

く59) 

248 

23 295 410 843 

855 

768 
※
「
そ
ら
」
参
照
。

640 

3 1 6 1 

空
グ

向
エ
シ
グ

略
フ

209 或
ハ

何
況

214 

134 
807 

6
 

l
 

n
/

“
 

217 

872 

873 

894 



-73-

語い
は
む
や

ト

t4

お
の
お
の

お
よ
び

カミ
く

か
な
ら
ず

こ
と
ご
と
く

門
こ
の
〕

し
ば
ら
く

す
な
は
ち

す
べ
て

そ
の

形

所
用
漢
字
一
例
数
一

況ぷ入-， 各及此必悉此且~~ 惣其

~ 6 6 1 2 1 1 6 1 1 1 3 

Q
べ
d7
 

1
 

何
況

88 ム
7
サ
ラ
ニ

A、， 
タ

161 q
L
 

A
U
d
 

-如
此

必
ス

-RU
 

Q
O
 

348 旦
ク

7
 

内ベ
d

dτ 
物

ア

656 
ホ

211 ワム6
 

0
0
 

-
Q
A
u
 

l
 

141 
894 69 -

A
H可
υl
 

-AU
 

q
1
F
 -Aリ

ペ

U
A
U

-£り!
 

740 
|所勺9ハ

ムムυ746 0
3
 

0
D
 

l
 

514 

( 60 ) 

663 

* 
842 

※
名
詞
「
い
ま
」
参
照
。

81 
224 

692 

756 

※
動
詞
「
お
よ
び
一
参
照
。

650 

* 
※
「
こ
の
」
参
照
。

614 

798 

891 

※
「
か
く
i-
参
照
。

819 



白、
vρ一 A

声

}
3
-

'
J
j
争

/

ま
た

ま
た

ま
づ

仁Iノ、又亦先若諸我

八
助
詞
そ
の
他
の
付
属
語
及
び
連
語
V

-72 -

も
し

も
ろ
も
ろ
の

わ
ヵ:

い
へ
ど
も

む
1う:ご

と
L

さ
ぶ
ら
ひ

ず

難御之京日侯不

1 12 1 1 2 4 9 1 60 2 2 1 
，、
J 

773 6 A
付
り

F
J
 

rり

14 

20 

ρ
h
H
V
 

O
 

l
 

※
「
ま
た
(
又
ご
参
照
。

p
h
d
 

nv《
uwl
 

nynu 

n
M
U
 

n
v
o
 

657 278 45 難
主食

59 277 如
此

270 不
例
ヌ

弓ミ

及
弓ミ

矢口
659 
誘ミ

432 48 69 i
 

n
v
o
 

q
M
 

612 89 
890 

72 ※
「
の
」
参
照
ω

-
内

H
W
υl
 
650 

* 
F
l
a

・
0
〈
υ

Q

。
200 82 

202 b7 

239 。、υ6
 

0
7
ム

ρ
h
H
V
 6

 

0
7

ム

324 

385 

532 

833 

8
 

ρ
h
H
V
 

O
F
ム

山

町

ま

h

z
t
t
 

※
動
詞
「
さ
ぶ
ら
ひ
(
侍
)
」
参
照
。

33x 
659 863 

431 

。Jr-1
 

戸

k
l
u

※
「
ま
た
(
亦
ご
参
照
。

760 

800 

846 

※
「
わ
れ
」
参
昭
…
。

※
「
み
」
参
照
。

( 61 ) 
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た
て
ま
つ
り

た
ま
は
り

た
ま
ひ

ど
の

ど
も

な
り

のま
わ
り

t
y
 

は
む
ベ
り

奉給給殴共也之許侍

2 1 117 8 3 12 302 l 133 

-
内
f
41
 

奉
ル

ウ
ケ
松
山
ハ
リ

44 
φ与
中口

ノ、
給
U

給
フ

。ι
iji口

J¥  

267 390 137 9 許
リ

4 侍
ラ

所

44 312 500 :38 36 9 
93 284 70 607 363 517 8 

i在

※
動
詞
「
た
て
ま
つ
り
一
参
照
。

45 314 777 
771 347 !

 

日
り

庁

t
ーのベ

d

ヴ

{

752 54 481 
351 887 

ハUF
O
 

499 
415 

71 

円

h
リ
ユ
晶
、

Q
U
p
t
ふ

μ

549 
548 

549 

※
名
詞
「
と
も
」
参
照
。

242 

o
u
 

q〈
dl
 

63 11 
13 

140 63 17 
105 

161 74 19 
8
 

0υ l
 235 91 

S
斗
A
m
b
マ
ホ
凡
1

Q
d

》

t
ト
ユ
ん

ハU
3
4

町、

ワ臼

p
t
，刀

404 

594 
550 

※
名
詞
「
と
の
」
参
照
。

399 

434 

539 

589 

※
一
が
一
参
照
。

※
動
詞
「
は
む
べ
り
一
参
照
。

599 

863 

( 62 ) 



λぇら
以
上
の
如
く
で
あ
る
。

見
出
し
の
語
数
は
叩
語
で
あ
り
、

11 

我
等

御等

侍
リ

752 侍
ル

侍
レ

御
門

御
世

御
子

l 

753 
10 1~0 15 ハVP

O
 

A
7
ん

-hhυ !
 

445 431 

77 
838 

395 112 。λo
n
u
d
 

l
 

44~ n〈
d!
 

"
t
t
 

78 462 260 9
0
 

F3 

Q
〈
、

υ
717 

i
 

-
D
 

l
 

羽9!u 

日
υ

-
3
 

1
 
206 

559 

60~ 

664 iD1 

311 733 
戸 F 崎

353 

( 63 ) 

、
同
訓
異
字
な
ら
び
に
一
字
多
訓
の
例
に
つ
い
て

316 

484 

475 

482 

534 

561 

a
A士8
 

向
払
川

U

※
一
お
ん
」
参
照
。

537 

3g5 

{01 

760 

。、U1
 

1
 

そ
の
内
の
大
半
(
制
語
)
が
一
字
一
訓
の
対
応
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
表
ぽ
示
し
て
い
る
。

組

M
例
が
見
ら
れ
る
。

右
の
表
に
お
い
て
、
同
一
和
議
の
表
記
に
二
種
以
上
の
漢
字
が
用
い
ら
れ
る
例
(
す
な
わ
ち
、
同
訓
異
字
の
例
)
と
し
て
は
、
次
の

7

-70ー

①
た
ま
(
玉
・
珠
)
、
②
な
み
(
波
・
浪
)
、
@
を
と
こ
(
男
・
夫
)
、

④
さ
ぶ
ら
ひ
(
侍
・
候
)
、
⑤
つ
く
り
(
作
・
造
)
、
⑥
は
じ
め
(
始
・
初
)



一 関 ー

⑦
ま
た

(
又
・
亦
)

一
つ
の
訓
を
共
有
す
る
二
漢
字
が
、
筆
者
の
意
識
に
お
い
て
全
く
等
協
値
で
あ
る
(
だ
と
え
、
ほ
、
②
で
「
波
一

7
組
す
べ
て
を
そ
の
よ
う

」
れ
ら
の
例
に
お
い
て
、

と
し
た
笛
所
を
一
}
浪
」
に
置
き
換
え
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
)
と
見
な
す
こ
と
も
出
来
よ
う
c

し
か
し
、

に
処
理
し
て
も
良
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
各
用
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

①
た
ま
(
玉
・
珠
)

玉
」
(
日
例
)

。
小
野
小
町
停
ト
テ
玉
造
ト
申
文
ハ
弘
法
大
師
ノ
カ
キ
給
タ
リ
ケ
ル
ト
カ
ヤ
ト
ソ
承
給
ハ
リ
シ

O
玉
造
人
之
家
ニ
ユ
キ
ニ
ケ
リ
(
凶
行
)

。
家
主
玉
ヲ
造
リ
サ
シ
テ
タ
チ
タ
ル
ホ
ト

(
即
行
)

。
鵡
ト
イ
ウ
鳥
イ
テ
キ
テ
玉
ヲ
グ
ヒ
ツ

(
凶
行
)

。
玉
ツ
グ
リ
カ
ヘ
リ
キ
テ
(
間
行
)

O
コ
ノ
王
ヲ
モ
ト
ム
ル

ノ-、、
813 
行
¥ーノ

O
玉
ヲ
ト
ラ
ム
ト
テ

(m行
)

O
玉
ツ
グ
リ
イ
カ
リ
ヲ
ナ
シ
テ
(
山
行
)

O
玉
ヲ
ト
リ
イ
タ
セ
ト
セ
ム
ル
ホ
ト

(
出
行
)

。
玉
ア
リ
ケ
リ

(
凶
行
)

O
玉
造
罪
ナ
キ
聾
開
ヲ
セ
タ
メ
タ
ル
ヨ
シ
ヲ
ソ
カ
ナ
シ
ミ
ケ
ル

(
即
行
)

(
湖
行
)

( 64 ) 
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「
珠
」

(
4
例
)

O
完
心
之
功
徳
モ
亦
如
此
(
制
行
)

。
清
涼
紫
辰
ノ
珠
ノ
ス
タ
レ
ヲ
イ
テ
、

(
別
行
)

。
龍
王
珠
ヲ
ト
リ
イ
テ
、
タ
テ
マ
ツ
リ
ケ
レ
ハ

(
市
行
)

O
龍
王
ヲ
ト
ロ
キ
珠
ヲ
奉
リ
タ
リ
ケ
レ
ハ

(
加
行
)

「
住
水
賓
珠
」
に
警
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
玉
」
の
う
ち
、
後
の
凶
例
は
、

そ
れ
ぞ
れ
例
外
を
含
む
も
の
の
、
概
し
て
い
え
ば
、

一
珠
」
の
う
ち
、
制
行
は
「
芳
心
」
を

珠
一
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

り
、
職
人
の
作
っ
た
「
玉
了
を
さ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

を
特
に
意
識
し
た
用
字
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

②
な
み
(
波
・
浪
)

「波」

(
1
例
)

ま
た
、

日
行
と
加
行
の
例
ば
、

ひ
と
つ
の
挿
話
中
に
出
て
く
る
も
の
で
あ

「
知
意
賓

一i

浪
」

(
1
例
)

O
万
里
ノ
波
ヲ
ワ
ケ
テ
他
州
辱
(
右
に
「
辰
」
と
あ
り
。
)
旦
マ
テ
タ
ツ
ネ
ヲ
ハ
シ
テ
(
日
行
)

O
沙
羅
林
之
風
久
敏
提
河
之
浪
シ
ツ
カ
ナ
リ
シ

(
捌
行
)

「
波
」
「
浪
一
は
各
1
例
し
か
な
く
、
こ
の
例
だ
げ
か
ら
は
明
確
な
違
い
ぽ
見
出
せ
な
い
。

一回一

③
を
と
こ
(
男
・
夫
)

「
男
」

(
1
例
)

珠
一
ば
一
宝
珠
」

( 65 ) 
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。
御
ア
ニ
ヲ
ト
、
男
氏
一
十
一
人
(
別
行
)

「
夫
」

(
1
例
)

。
床
ヲ
ヒ
ト
ツ
ニ
セ
シ
妻
夫
モ
カ
ヘ
ヲ
ヘ
タ
テ
、
ト
ヲ
サ
カ
リ

(
日
行
)

こ
こ
で
は
、
「
妻
(
め
ど
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
特
に
一
夫
二
子
が
用
い
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

④
さ
ぶ
ら
ひ
(
侍
・
候
)

一
侍
」

(
1
例
)

。
橘
能
俊
ト
申
ヒ
ト
夕
、
一
人
法
師
ニ
ナ
リ
テ
御
ト
モ
ニ
侍
ケ
ル
カ

(
加
行
)

一J

候
」

(
1
例
)

O
朝
光
道
綱
ナ
ρ

前
之
大
将
ニ
一
ア
イ
リ
コ
モ
リ
給
シ
モ
病
ノ
ユ
ヘ
ト
コ
ソ
承
候
シ
カ

( 66 ) 

(
別
行
)

右
の
「
侍
一
ば
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
読
み
は
、
『
最
明
寺
本
』
に
、

ヨ

シ

ト

シ

ホ

ウ

シ

ヲ

ン

e
k

を
サ
フ
ラ
ヒ

O
橘
能
俊
こ
申
げ
る
門
リ
た
与
一
人
法
師
一
一
な
り
て
御
共
ニ
候
げ
る
に
(
ロ
ゥ

2
)

と
あ
る
の
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

「
侍
」
は
、
こ
の
他
に
、
動
詞
と
し
て
回
例
、
助
動
詞
と

L
て
出
例
見
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
一
ば
む
ベ
り
」
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
の
加
行
の
例
ば
例
外
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。

⑤
つ
く
り
(
作
・
造
)

「
作
一

(
1
例
)

O
須
弥
山
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
堂
ヲ
作
テ
ス
ヱ
タ
テ
マ
ツ
リ
グ
ラ
ム
功
徳
(
闘
行
)



「
造
」

(
4
例
)

O
小
野
小
町
停
ト
テ
玉
造
ト
申
文
ハ
弘
法
大
師
ノ
カ
キ
給
タ
リ
ケ
ル
ト
カ
ヤ
ト
ソ
承
給
ハ
リ
シ

(
部
行
)

O
玉
造
人
之
家
ニ
ユ
キ
ニ
ケ
リ

(
凶
行
)

。
家
主
玉
ヲ
造
ヮ
サ
シ
テ
タ
チ
タ
ル
ホ
ト

(
凶
行
)

。
玉
造
罪
ナ
キ
聾
聞
ヲ
セ
タ
メ
タ
ル
ヨ
シ
ヲ
ソ
カ
ナ
シ
ミ
ケ
ル

(
組
行
)

つ
く
る
対
象
の
違
い
を
除
け
ば
、

両
者
に
目
立
っ
た
違
い
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。

$
は
じ
め

(
始
・
初
)

「始」

(
1
例
)

。
人
間
之
八
苦
ト
申
ハ
(
中
略
)
始
ニ
生
苦
ト
申
ハ
(
即
行
)

-
i

初
」

(
3
例
)

O
諸
行
無
常
ハ
天
ニ
登
ル
智
慧
之
初
(
凶
行
)

O
生
ア
ル
モ
ノ
ハ
カ
ナ
ラ
ス
滅
ア
リ
初
ア
ル
モ
ノ
ハ
ヲ
ワ
リ
ア
リ

(
捌
行
)

。
先
日
一
ク
初
ノ
五
戒
ヲ
ア
カ
ス
へ
シ

(
蹴
行
)

「
諸
行
無
常
ハ
天
-
一
昇
ル
ハ
シ
一
と
あ
っ
て
、
そ
の
方
が
文
意
が
通
じ
る
の
で
あ
り
、

「
初
」
の
印
行
の
例
は
、

『
久
遠
寺
本
』
で
は

『
図
書
寮
本
』
の
例
は
、
あ
る
い
は
錯
誤
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

-66ー

双
方
の
用
法
を
比
較
す
る
と
、

「
始
」
は
助
詞
↑
に
一
を
伴
っ
て
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
語
法
上
の
違
い
が
、
両
漢
字
の
使
い
分
け
に
関
係
し
て
い
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
初
」
は
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ

( 67 ) 
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(
又
・
亦
)

⑦
支
た

「亦」

(
1
例
)

O
芳
心
之
珠
ヲ
身
一
一
カ
ケ
ツ
レ
ハ

(
側
行
)

一
又
」
(
口
例
)

。
一
(
会
話
ご
ト
イ
ヘ
ハ
又
カ
タ
ス
ミ
ナ
ル
ヒ
ト
サ
シ
イ
テ
、
ィ
ウ
メ
ル
ヤ
ウ

(
6
行
)

O
円
U
ト
ヲ
、
ヵ
ル
ト
コ
ロ
ニ
テ
又
ホ
ト
モ
ナ
ク
ソ
ハ
ナ
ル
モ
ノ
、
イ
フ

(
M
H

行
)

O
又
コ
レ
ラ
ハ
ア
ラ
マ
シ
コ
ト
ニ
テ
ソ
、
ロ
コ
ト
ニ
コ
ソ
侍
(
却
行
)

O
「
(
会
話
)
」
ト
イ
ヘ
ハ
又
イ
カ
ナ
ル
難
ヵ
ア
ラ
ム
ス
ラ
ム
ト
キ
、
ヰ
タ
ル
ホ
ト
ニ

(
揃
行
)

O
又
四
十
里
ノ
城
ニ
芥
子
ヲ
ツ
ミ
テ
ソ
レ
モ
タ
マ
サ
カ
ニ
ヒ
ト
ツ
ヒ
ッ
、
ト
ラ
ム
ニ

(
凶
行
)

( 68 ) 

。
又
一
日
三
時
ノ
ウ
レ
へ
ア
リ

(
却
行
)

(
別
行
)

O
昔
九
ニ
ナ
リ
ケ
ル
モ
ノ
、
母
ニ
ヲ
ク
レ
テ
又
コ
ト
ヲ
サ
ナ
キ
モ
ノ
、
チ
ヰ
サ
キ
ナ
ヘ
ヲ
モ
タ
リ
ケ
ル
カ
ホ
シ
カ
リ
ケ
レ
ハ

芝
m
J
E駒

O
年
来
ミ
ヤ
ツ
カ
ヒ
シ
ツ
キ
タ
リ
シ
カ
ハ
イ
ト
ヲ
シ
ク
ヲ
ホ
シ
メ
シ
又
ア
サ
カ
ラ
ス
オ
モ
ヒ
キ
コ
ユ
タ
リ
シ
コ
ト
ヲ
ナ
ケ
キ
テ
(
知
行
)

ま
ま

O
舎
者
ハ
ワ
カ
レ
ア
リ
日
イ
テ
、
又
入
ニ
(
品
行
)

。
庭
-
一
二
早
ノ
ミ
シ
ケ
リ
テ
又
モ
サ
シ
ク
ル
モ
ノ
ナ
シ

(
印
行
)

。
文
傍
ニ
ヲ
ノ
/
¥
誓
願
ア
リ

(
別
行
)

O
又
大
願
ア
ル
モ
ノ
ハ
娼
魔
王
宮
ヨ
リ
カ
ヘ
サ
レ
タ
タ
ル
事
多
侍
メ
リ

(
棚
行
)

「
亦
」
は
、
副
詞
と

L
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
一
モ
マ
タ
一
の
例
で
あ
る
。

一
方
、

一
又
」
の
方
は
、
印
行
の
副
詞
の
例
を



除
く
と
他
は
す
べ
て
接
続
詞
と
し
て
の
用
法
で
あ
り
、

「
又
・
亦
ー
一
の
使
い
分
け
に
は
、
こ
う
し
た
意
味
・
語
法
上
の
違
い
が
反
映
し
て

い
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

S
5
)

以
上
、
同
訓
異
字
の
諸
例
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
強
引
な
解
釈
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
応
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一、

{
は
む
ベ
り
」
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
そ
の
点
か

「侍
1

」
は
、

「
さ
ぶ
ら
ひ
一
の
表
記
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、

ら
考
え
る
と
、

「
さ
ぶ
ら
ひ
」
の
表
記
に
は
、
主
と
し
て
「
候
」
を
用
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
予
測
も
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

一一、

「
初
」
も
「
始
」
も
共
に
「
は
じ
め
」
の
訓
を
担
う
が
、

「
始
}
は
副
詞
な
ど
他
の
品
詞

初
」
は
名
詞
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
、

の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
。

「
ま
た
」
に
お
い
て
は
、

一
又
」
は
副
詞
・
接
続
詞
と
も
に
用
い
ら
れ
る
が
、

「
亦
」
は
副
詞
の
み
に
用
い
ら
れ
る
と
い
っ
た
用
法

上
の
差
が
見
ら
れ
る
c

( 69 ) 

次
に
、

一
つ
の
漢
字
が
二
つ
以
上
の
異
な
っ
た
語
を
表
し
て
い
る
場
合
(
一
字
多
訓
)
を
考
え
て
み
る
。

一
字
多
訓
の
例
と
し
て
は
次
の
口
組
出
語
が
見
ら
れ
る
。

(
カ
ッ
コ
の
中
の
数
字
は
、
当
該
漢
字
が
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
表
記
に
用
い
ら

れ
た
回
数
を
示
す
。
)

①
衣
(
こ
ろ
も
1
・
き
ぬ
1
)
、
②
前
(
さ
き
3
・
ま
へ

2
)
、
③
下
(
し
た

3
・
し
も
1
)
、
④
外
(
と

1
・
ほ
か

2
)

⑤
(
と
こ

1
・
ゆ
か

1
)
、

-64-

⑥
空
(
そ
ら

1
・
む
な
し
3
)
、
②
中
(
さ
る
1
・
ま
う
し
印
)
、
⑥
我
(
わ
れ
8
・
わ
が
9
)

⑨
入
(
い
り

8
・
い
れ
4
)
、
⑮
立
(
た
ち
2
・
た
て

4
)
、
⑮
満
(
み
ち
1
・
み
て

1
)



一回一

⑫
失
(
う
し
な
ひ

2
・
う
せ

2
)
、
⑬
勝
(
か
ち

1
・
す
ぐ
れ

1
)
、
⑭
侍
(
さ
ぶ
ら
ひ

1
・
は
む
ベ
り
《
動
詞
》
珂
)

⑮
此
(
か
く

2
・
こ
の

6
)

⑮
御
(
お
む

ω
・
み
日
)
、
@
之
(
が

2
・
の
抑
)

右
の
よ
う
な
場
合
、

一
つ
の
漢
字
に
対
応
す
る
訓
を
ど
ち
ら
か
一
つ
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
、
無
理
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、

双
方
の
語
義
に
明
ら
か
な
違
い
が
あ
れ
ば
、
文
脈
に
よ
る
読
み
分
け
は
極
め
て
容
易
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
こ
で
は
、
用
法
上
特
に
偏
り
の
目
立
つ
も
の
に
つ
い
て
触
れ
る
に
と
ど
め
た
い
。

$
の
「
き
ぬ
一
は
↑
か
り
ぎ
ぬ
」
と
複
合
語
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

O
香
之
狩
衣
ニ
白
衣
ヲ
ソ
キ
給
タ
リ
ケ
ル

(
祝
行
)

対
す
る
一
こ
ろ
も
」
は
、
単
独
で
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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O
タ
ト
ヘ
ハ
シ
ツ
タ
樹
ヲ
一
日
衣
ニ
シ
メ
タ
ラ
ム
セ
今
ク
ノ
花
ハ
シ
カ
花
ヲ
モ
テ
千
年
薫
ス
ト
モ
ヲ
ヨ
ハ
サ
ラ
ム
カ
コ
ト
シ
(
肌
行
)

な
お
、
右
の
「
衣
」
を
「
こ
ろ
も
一
と
訓
読
す
る
に
つ
い
て
は
、
ヨ
需
品
明
寺
本
』
の
次
の
例
(
傍
線
部
分
)
を
参
考
に
し
た
。

ク

エ

ク

ヱ

ネ

ン

l
i
l
l
1

セ
ン
タ
ン
カ
ウ

。
た
と
へ
は
せ
む
ふ
く
花
は
し
か
花
を
も
て
千
年
こ
ろ
も
に
し
む
と
い
ふ
と
ん
栴
檀
香
の
一
日
ニ
お
よ
は
さ
ら
ん
か
こ
と
く

(
2
7裏
8
行
)

③
の
「
し
も
ー
一
は
一
か
み
(
上
ご
と
対
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

。
コ
、
ロ
ア
ル
ヒ
ト
ハ
マ
ツ
シ
キ
ハ
カ
リ
上
モ
下
モ
カ
ナ
シ
キ
事
侍
ラ
サ
リ
ケ
リ

(
問
行
)

一
し
た
」
の
例
を
ひ
と
つ
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。

O
地
獄
ト
申
ハ
閤
浮
提
ノ
下
二
千
由
旬
ニ
ア
リ

(
同
行
)



⑮
の
「
た
ち
」
は
二
例
と
も
「
ゃ
ま
だ
ち
一
の
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。

。
マ
シ
テ
ア
ヤ
シ
ノ
下
主
ト
モ
ノ
中
ニ
ハ
夜
打
強
盗
山
立
海
賊
ナ
ム
ト
申
テ
ア
サ
マ
シ
キ
コ
ト
、
モ
侍
メ
ル
(
珊
行
)

。
海
ヲ
ユ
ク
モ
ノ
ハ
海
賊
ニ
ヲ
ソ
レ
カ
チ
ヲ
ユ
ク
ヒ
ト
ハ
落
馬
叫
剖
ノ
オ
モ
ヒ
ア
リ

(
揃
行
)

こ
れ
も
参
考
ま
で
は
「
た
て
」
の
例
を
一
例
掲
げ
て
お
こ
う
c

O
普
賢
ハ
十
願
ヲ
立
給
(
即
行
)

(
⑫
の
「
か
く
一
は
「
ご
と
し
」
を
伴
っ
て
、

一
か
く
の
ご
と
し
」
の
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。

O
如
此
ノ
コ
ト
ヒ
ト
ツ
ト
シ
テ
タ
ヘ
シ
ノ
ブ
ヘ
カ
ラ
ス

(
凶
行
)

O
邦
心
之
功
徳
モ
亦
如
此
(
闘
行
)

な
お
、
送
り
仮
名
に
よ
っ
て
、
も
う
一
方
の
訓
と
区
別
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

( 71 ) 

す
な
わ
ち
、
⑥
の
「
む
な
し
ー
一
は

3
例
中
2
例
が
十
ク

一
シ
ク
」
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑨
の
一

i

い
れ
」
は

4
例
中
3
例
が
、

レ

ハ
一
を
送
る
。

一
方
の
一
!
い
り
一
に
も
己
然
形
の
「
い
れ
ば
一
が

1
例
存
ず
る
(
刊
行
)
が
、

そ
の
場
合
「
レ
」
は
送
っ
て
い
な
い
。
⑮

の
「
う
し
な
ひ
一
も
2
例
と
も
に
一
フ
」
を
送
る
。

そ
の
ほ
か
、
⑪
の
一
侍
一
に
つ
い
て
は
、
同
訓
異
字
の
と
こ
ろ
で
取
り
挙
げ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

回
、
ま
と
め

一位一

以
上
、
表
に
お
い
て
一
不
さ
れ
た
ご
と
く
、

町
図
書
寮
本
賓
物
集
』
に
お
レ
て
、
和
語
表
記
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
は
、

そ
の
大
半
が
、
特

定
の
一
和
訓
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
特
に
一
語
に
対
し
て
二
つ
の
漢
字
が
対
応
す
る
同
訓
異
字
の
例
は
、
極
め
て
少
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な
く
、
し
か
も
そ
の
中
に
は
、
両
漢
字
の
聞
に
用
法
上
の
差
や
用
例
数
の
偏
り
の
存
す
る
も
の
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。

か
く
し
て
、

『
図
書
寮
本
賓
物
集
』
中
に
使
用
さ
れ
た
漢
字
に
お
け
る
、
和
訓
の
対
応
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
当
資
料
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
中
に
は
、
今
日
の
我
々
か
ら
見
て
、
同
訓
異
字
の
関
係
に
立
ふ
り
う
る
と
思
わ
れ
る
漢
字
が
併
存

し
て
い
な
が
ら
、

用
法
に
お
い
て
歴
然
と
し
た
差
異
が
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

当
資
料
で
は
、
動
詞
「
い
ひ
一

に
対
し
て

た
と
え
ば
、

一
云
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
同
じ
意
味
を
も
っ
三
一
口
」
ば
「
大
納
言
」

一
中
納
言
」
を
表
す
の
に
専
ら
用
い
ら
れ
て
お
り
、

ヱミ

と
競
合
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、

(
叫
行
)

「
河
」
に
対
す
る
一
川
」
は
、

つa

川
入
道
」
(
湖
行
)
(
蘇
我
之
山
田
石
川
丸
大
臣

の

よ
う
に
固
有
名
詞
の
表
記
に
の
み
見
出
せ
る
も
の
で
あ
る
。

人
物
を
指
す

一
も
の
」

に
お
い
て
も
、

『
図
書
寮
本
』

でパげ

さ
ら
に
又
、

物
」
が
専
用
さ
れ
て
お
り
、

「
者
ー
一
昨
日
一
従
者
」
(
ロ
行
)
一

i

迦
葉
尊
者
」
(
印
行
)
「
舎
者
二
制
行
)
一
智
者
一
(
瑚
行
)
(
教
此
経
結
縁
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者

(
蹴
行
)
の
よ
う
に
、
字
音
語
と
し
て
音
読
さ
れ
る
か
、

又
は
最
後
の
例
の
よ
う
に
、
引
用
匂
に
見
ら
れ
る
も
の
の
み
で
あ
る
。

」
の
ほ
か
、

一
船
一
に
対
す
る
一
舟
i

一
の
例
は
、
そ
の
漢
字
そ
の
も
の
が
当
資
料
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

(
な
お
、
別
行
に
一
舟

か
と
見
え
る
字
が
あ
る
が
、
文
意
か
ら
み
て
「
丹

1

)

の
具
体
で
あ
ろ
う
。
)

こ
れ
ら
の
事
を
考
え
あ
わ
せ
る
時
、

一
図
書
寮
本
賓
物
集
』
に
お
け
る
漢
字
と
和
訓
と
の
対
応
関
係
は
一
一
層
は
っ
き
り
し
た
も
の
と
な

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

(注
1
)

小
林
芳
規
博
士
一
古
事
記
音
訓
表
(
上
・
下
)
」
(
岩
波
『
文
学
』
昭
和
日
年
8
月
・

1
月
)

峰
岸
明
博
士
「
高
山
寺
本
古
往
来
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
」
(
高
山
寺
資
料
叢
書
『
高
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』
)
ほ
か
む



(
注
2
)

(注
3
)

(注
4
)

(注
5
)

一回一

最
近
で
は
、
峰
岸
明
博
士
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
(
昭
和
白
年
2
月
、
東
京
大
学
出
版
会
)
が
あ
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
平
仮
名
文
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
に
つ
い
て
報
告
し
た
拙
論
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

「
藤
原
定
家
自
筆
平
仮
名
文
三
種
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
」
(
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
一
輯
、
昭
和
田
年
3
月
)

「
平
仮
名
古
文
書
に
使
用
さ
れ
た
る
和
訓
表
記
の
漢
字
」
(
「
尾
道
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
集
、
昭
和
民
年
1
月
)

小
林
芳
規
博
士
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
(
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
勾
ロ
特
輯
号
3
、
昭
和
必
年
3
月
)
に
よ
る
。

小
泉
弘
氏
編
『
士
口
紗
本
賓
物
集
』
に
よ
る
。

築
島
裕
・
小
林
芳
規
両
博
士
編
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注

総
索
引
及
び
研
究
』
の
索
引
に
よ
れ
ぽ
、
三
一
一
教
指
帰
注
』
で
は
、
一
亦
一

は
副
詞
の
用
例
の
み
、
「
又
」
は
接
続
詞
と
し
て
の
用
例
の
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
昭
和
臼
年
6
月
8
日

提
出
)

( 73 ) 




